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答
（
市
長
）�

　

子
育
て
世
帯
に
対
し
て

「
わ
ら
す
っ
こ
応
援
券
」

の
拡
充
や
、
お
む
つ
や
衛

生
用
品
等
の
「
育
児
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
提
供
な
ど
、
新

た
な
誕
生
応
援
の
仕
組
み

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問�

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
市
民
に
定
着
さ
せ
る
方

策
は
。

答
（
市
長
）�

　

経
験
の
な
い
生
活
ス
タ

イ
ル
に
戸
惑
い
が
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
経

済
活
動
と
両
立
し
段
階
的

な
対
応
を
適
切
に
講
じ

る
。問�

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
再
考
の

必
要
性
と
手
法
の
再
構
築

の
認
識
は
。

答
（
市
長
）�

　

総
合
戦
略
そ
の
も
の
は

見
直
し
の
必
要
は
な
い
と

捉
え
る
。
し
か
し
、
実
現

の
た
め
の
手
法
や
切
り
口

は
「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
鑑
み
な
が
ら
見
直
し
て

い
く
。

問�

　
特
別
定
額
給
付
の
対
象

外
と
な
る
４
月
28
日
以
降

出
生
児
へ
の
、
公
平
性
の

確
保
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長 

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
。

 

　
コ
ロ
ナ
後
の
新
た
な
社
会
を
築
く
。

菊池��美也�議員
（遠野令和会）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

児童生徒の学びを保障
　　　学校のコロナ対策

一問一答方式

問�

　
差
別
・
偏
見
・
い
じ
め
・

誹
謗
中
傷
に
対
す
る
配
慮

は
充
分
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

自
ら
の
問
題
と
し
て
差

別
・
偏
見
・
い
じ
め
の
解

消
に
努
め
る
能
力
や
態
度

を
育
成
す
る
人
権
教
育
を

推
進
し
て
い
る
。
自
他
の

人
権
の
尊
重
は
、
社
会
の

中
で
お
互
い
が
幸
せ
に
生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
。

　

不
適
切
な
行
為
で
あ

り
、
断
じ
て
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。

問�

　
児
童
生
徒
の
命
と
安
全

を
守
る
た
め
の
設
置
者
及

び
学
校
の
役
割
と
各
家
庭

の
協
力
に
つ
い
て
考
え
を

伺
う
。

答
（
教
育
長
）�

　

こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動

の
継
続
は
、
各
家
庭
の
理

解
と
協
力
に
よ
る
も
の
。

　

学
校
の
役
割
は
予
防
対

策
の
適
切
な
実
践
。
学
校

設
置
者
で
あ
る
教
育
委
員

会
は
そ
の
実
践
の
支
援
・

助
言
を
担
う
。学
校
の「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
習
慣

化
す
る
た
め
25
項
目
を
示

し
、
チ
ェ
ッ
ク
し
た
結
果

を
確
認
し
て
い
る
。ま
た
、

児
童
生
徒
の
健
康
観
察
を

毎
日
実
施
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
学
校
と
家

庭
、
教
育
委
員
会
が
協
力

し
、
感
染
予
防
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
い
。

教育長  可能な限り感染レベルを低減させ、
 　教育活動を継続する。

問�

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
つ
い
て
、
効
果
的
で

安
全
に
学
べ
る
取
り
組
み

は
。答

（
教
育
長
）�

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
図
る

た
め
の
教
職
員
へ
の
研
修
、

学
校
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ

リ
シ
ー
の
見
直
し
、
児
童

生
徒
へ
の
情
報
モ
ラ
ル
等

の
指
導
の
徹
底
を
図
る
。

問�

　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境

の
整
備
が
必
要
で
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
家
庭
へ

の
対
応
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
等
で
活
用
で
き
る
コ
ン

テ
ン
ツ
の
作
成
に
つ
い

て
、
遠
野
テ
レ
ビ
と
連
携

し
て
協
議
・
検
討
し
て
い

る
。
平
常
時
に
お
い
て
の

家
庭
学
習
に
も
活
用
で

き
、
学
力
向
上
施
策
に
資

す
る
。

問�

　
中
心
市
街
地
活
性
化
、

ま
ち
づ
く
り
、
観
光
等
と

結
び
付
け
た
、
こ
ど
も
本

の
森
遠
野
構
想
の
推
進
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

整
合
性
を
図
り
、
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に
位

置
付
け
た
い
。「
本
と
ふ

る
さ
と  

未
来
へ
つ
な
ぐ  

文
化
復
興
拠
点
」と
し
て
、

新
し
い
遠
野
ス
タ
イ
ル
の

協
働
の
カ
タ
チ
を
実
現
し

た
い
。

問�

　
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
の
推
進
な
ど
行

政
の
ス
マ
ー
ト
化
を
進
め

る
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

事
務
事
業
の
見
直
し
や

業
務
の
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
Ａ
Ｉ
な
ど
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
利
活
用
を
含
め
、
県

や
他
自
治
体
の
動
向
を
み

な
が
ら
対
応
を
検
討
す

る
。

問�

　
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
の
活

用
や
分
散
避
難
の
推
進

等
、
避
難
所
の
過
密
を
防

ぐ
対
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

避
難
者
の
感
染
予
防

策
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
実

施
、
密
閉
・
密
集
・
密
接

を
回
避
す
る
対
策
の
見
直

し
を
進
め
て
い
る
。
感
染

症
対
策
を
踏
ま
え
た
上

で
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
見
直
し
対
策
を
講

じ
た
い
。

問�
　
感
染
症
対
策
を
意
識
し

た
訓
練
が
必
要
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

感
染
予
防
物
品
等
を
使

っ
た
訓
練
を
年
内
に
実
施

予
定
で
あ
る
。

市
長 

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

 

　
業
務
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

小林��立栄�議員

感
染
症
か
ら
市
民
の
安
全
を
守
る

　

危
機
管
理
体
制
は

一括質問方式

「GIGAスクール構想」と
「こども本の森遠野構想」の
重要性は

その他の項目
◦�「新たな日常」の確立に向け
た今後の市政運営について
◦�安心して社会経済活動がで
きる経済対策について

過去５年間の出生数の平均��143.2人/年
年度 出生数
H27 164 人
H28 130 人
H29 132 人
H30 164 人
R　1 126 人

「わらすっこ応援券」を
利用（支払い）できるもの

①インフルエンザウィルスワクチン予防接種
②ロタウィルスワクチン予防接種
③一時保育利用
④休日保育利用
⑤病児等保育施設運営費一部負担
⑥ファミリー・サポート・センター事業利用

過去５年間のわらすっこ基金の状況� 単位：円
年度 増額 減額 年度末残高
H27 1,105,674 6,006,000 18,767,373
H28 3,286,780 4,547,000 17,507,153
H29 3,046,877 4,202,000 16,352,030
H30 2,304,746 3,849,000 14,807,776
R　1 6,388,053 7,745,000 13,450,829

子どもは未来からの使者。教育の更なる充実へ教育長  
 デジタルとアナログの
 融合を図った取り組み。
 「知・徳・体のバランスの
 取れた人間形成」の実現に
 大きな役割を果たす。


